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第8回 2020年の世界の株式市場見通し

～2020年も株価上昇は続く～

初めに
2019年も残り1か月を切りました。今回は2020年の世界の株式市場の見通しについて考えてみます。結論
としては、19年に次いで20年も世界の株式市場は上昇すると考えていますが、理由は2つあります。1つは、
5Gやクラウド向けの設備投資需要が世界の景気や企業業績を押し上げると見ていること、もう1つは、20年
11月に行われる米国の大統領選挙でトランプ米大統領の再選がないと見ていることです。

5G向けの設備投資需要が世界の景気や企業業績を押し上げ
20年に株式市場の上昇を予想する第1の理由は、5G（第5世代移動通信システム）向けの設備投資需要が、
今後世界の景気や企業業績を押し上げると見ていることです。19年の株式市場は10月まで一進一退を続け
てきましたが、11月に入って突然上昇に転じました。これは「（サムスン）5Gにらみ年1兆円投資」(日本経済新
聞、11月1日) 「中国5G商用サービス開始-国有3社、50都市に13万基地局」(同)、「京都企業、5Gで弾み」
(日本経済新聞、11月26日)など、5Gに関する報道が、11月に入って急増したことが理由です。
5Gは今年の初めに株式市場で材料として取り上げられたことがありましたが、長くは続きませんでした。当時ま
だ商用化が進んでおらず、具体的な材料に乏しかったためです。しかし今回は前述のように具体的な動きが大
きく報道されたことから、株式市場を動かすことになりました。

クラウド向け需要にも期待
5G同様に11月に入って株式市場の起爆剤となったのがクラウドです。10月に行われた米国の7-9月期決
算発表でＩＴ関連の企業は軒並み好決算を発表しましたが、その際理由として5Gと並んであげられたのがクラ
ウド向けの設備投資需要が強いということでした。このように、5Gやクラウド向けの設備投資需要の表面化が
11月の株式市場上昇の背景ですが、この需要は一過性のものではなく、しばらく続くと考えています。5Gやク
ラウド関連の需要による景気や企業業績の押し上げが期待できることが、20年に株式市場の上昇を見込む
理由の1つです。

トランプ氏の落選は株式市場の上昇要因
自分は20年11月の米大統領選でトランプ氏は再選できないと見ていますが、これも株式市場の上昇を見
込む理由です。通常なら現職大統領の再選は、政治の安定を示すものとして歓迎されます。しかし、トランプ
氏に関してはそうはならないと見ているのは、トランプ氏の政策には金融市場の安定を損ねかねないものが含
まれているからです。その典型が貿易戦争です。世界中に保護主義が蔓延しているような報道を目にするこ
とがありますが、そんなことはありません。貿易戦争を望んでいるのはトランプ氏と一部の取り巻きのみ。トラン
プ氏が大統領でなくなれば、貿易戦争は自然消滅間違いなしです。これだけでもトランプ氏の落選は株式市
場にプラスと言えるでしょう。なお、トランプ氏が再選されないと考える理由については、以前のウィークリーレ
ポートでお話させていただいています。詳しくは11月18日発行の「トランプ米大統領の再選はない！？」をご
参照ください。

2020年も株式市場は上昇
以上申し上げましたように、20年も株式市場は上昇が持続すると考えています。ただし、その一方で金利動
向や、「ユニコーン」と呼ばれる未上場企業の問題などリスクがあるのも事実です。こうしたリスクについては、改
めて取り上げる予定です。
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